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不詳

住宅の所有関係から見ると、持ち家の割合が一番多いことがわかります。
全国の結果では、「持ち家」の割合が６１．２％となっています。

また、都道府県別で見てみると、最も「持ち家」の率が高いのは秋田県で７７．３％となって
おり、最も低いのは沖縄県の４４．４％となっています。
岐阜県は７４．３％で、全国５位となっています。

※ 住宅・土地統計調査は、市内全数調査ではなく、一定のルールに基づいて抽出した
世帯を対象に実施しています。

【結果をみる上での注意】

１．統計表の数値は、表章単位未満の位で四捨五入しているため、総数と内訳の合計は
必ずしも一致しない。
・ 全国及び都道府県は、１０位を四捨五入して１００位までを有効数字として表章
・ 市町村は、１位を四捨五入して１０位までを有効数字として表章

２．本調査は標本調査であるため、統計表の数値は標本誤差を含んでいる。

調査にご協力いただいた皆様、ありがとうござい
ました。
この調査は５年毎に実施いたします。

次回調査は令和５年１０月１日を期日として実施
いたします。ご協力をお願いいたします。
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総住宅数、総世帯数の推移

総住宅数 総世帯数

総住宅数と総世帯数の推移を比較してみると、総住宅数と総世帯数の差が拡大していることがわかり

ます。昭和５８年には、１世帯当たり住宅数が１．０３戸でしたが、平成２５年には１．２０戸となっていま
す。
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空き家数の推移

空き家数の推移を見てみると、Ｈ２０からＨ２５で大幅に増加しましたが、Ｈ３０には４,２１０戸に減少しま
した。

全国的にみても、空き家は一貫して増加しており、平成３０年には約８５０万戸となり、５年前に比べて
約３０万戸増加し、過去最高となっています。



市 １住宅当た
り居住室
数（室）

県内
順位

１住宅当たり
居住室の畳
数（情）

順位
１住宅当た
り延べ面積
（㎡）

県内
順位

岐阜市 5.11 21 37.23 21 109.31 21

大垣市 5.35 16 39.15 19 115.91 15

高山市 6.06 9 45.37 10 140.89 6

多治見市 5.37 15 40.41 15 114.38 17

関市 5.65 13 42.34 13 120.61 13

中津川市 5.93 10 45.65 9 128.36 10

美濃市 6.75 4 49.39 4 139.73 5

瑞浪市 5.69 12 42.57 12 123.34 12

羽島市 5.93 10 43.95 11 125.56 11

恵那市 6.24 8 46.36 8 133.10 8

美濃加茂市 5.32 17 40.36 16 110.78 18

土岐市 5.60 14 41.82 14 120.05 14

各務原市 5.32 18 39.98 17 113.20 16

可児市 5.20 19 39.29 18 109.43 19

山県市 6.55 6 46.52 7 135.80 9

瑞穂市 5.15 20 37.68 20 107.39 20

飛騨市 6.77 3 49.91 3 160.33 2

本巣市 6.51 7 48.81 6 141.55 7

郡上市 7.24 2 53.13 2 166.00 1

下呂市 6.71 5 48.92 5 146.80 4

海津市 7.25 1 54.40 1 149.72 3

全国 4.40 32.74 92.06

岐阜県 5.67 41.96 120.39

県内２１市との住宅の規模の比較（平成３０年）

住宅の規模を県内の市別に見ると郡上市が、居住室、畳数、において県内で１位となっています。
美濃加茂市は全国のデータを上回ってはいますが、岐阜県のデータより低い結果となっています。

岐阜県は都道府県別でみると、富山県（４５．８６畳）、秋田県（４４．１４畳）、福井県（４２．８９畳）、山形
県（４２．８４畳）についで、５位となっています。
もっとも少ない畳数は、東京都（２４．７５畳）となっています。



市 １住宅当た
り居住室
数（室）

県内
順位

１住宅当たり
居住室の畳
数（情）

順位
１住宅当た
り延べ面積
（㎡）

県内
順位

岐阜市 5.40 14 33.09 14 99.44 13

大垣市 5.88 8 35.88 10 107.73 8

高山市 5.46 13 34.30 13 114.46 5

多治見市 5.48 12 34.75 12 96.63 14

関市 6.08 6 39.00 6 108.66 9

中津川市 5.78 10 36.72 9 110.39 7

美濃市 6.68 2 41.71 2 119.25 3

瑞浪市 6.38 4 41.25 3 119.84 2

羽島市 6.59 3 40.64 4 125.36 1

恵那市 6.25 5 39.23 5 114.71 4

美濃加茂市 6.75 1 43.86 1 114.05 6

土岐市 5.86 9 37.52 8 106.73 10

各務原市 5.67 11 35.35 11 100.85 12

可児市 6.04 7 38.62 7 104.92 11

全国

岐阜県 6.15 38.38 115.12

県内２１市との住宅の規模の比較（昭和５８年）

昭和５８年のデータを見てみると、美濃加茂市の住宅の規模が他市と比較して大きかったことがわかり
ます。

美濃加茂市の、１住宅当たりの居住室数の推移を下の表で見てみると、「持ち家」「借家」ともに減少は
していますが、「借家」の減少率の方が大きいことがわかります。
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住宅の所有・建築の時期別住宅数

住宅を、所有関係、建築時期別に見てみる、と持ち家は昭和４６年から５５年の間に一番多く建てられてい
ることがわかります。借家は平成８年から１２年が一番多い建築時期となっています。
※Ｈ２５年以降の調査では調査結果がありません。
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借家の１か月あたりの家賃の変化をみてみると、平成１０年当時は、「２万～３万円未満」が一番多くを占
めていましたが、平成２０年には「４万～６万円未満」が一番多くなっています。

また平成１０年には、ほとんどなかった「６万円～８万円未満」の家賃が、平成２０年には、２番目に高い割
合となっており、家賃が上がっていることがわかります。
※Ｈ２５年以降の調査では調査結果がありません。
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一戸建 長屋建 共同住宅 その他

建て方別割合の推移

建て方別の割合をみてみると、一戸建の割合が減少し、共同住宅の割合が増加しています。特
に、平成５年から平成１０年の間に大きく増加していることがわかります。

※共同住宅とは、一棟の中に二つ以上の住宅があり、廊下・階段などを共有しているものや二つ
以上の住宅を重ねて建てたものをいいます。

木造

41.3%

防火木造

32.6%

鉄筋・鉄骨コンク

リート造

18.9%

鉄骨造

7.2%
住宅の構造別

住宅の構造別割合をみてみると、木造と防火木造が全体の４分の３を占めています。
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世帯の年間収入階級別居住形態の割合

世帯の年間収入階級別に居住形態をみてみると、年収３００万円未満は、ほぼ同じ割合ですが、そ
こから収入が高くなるほど「持ち家」の割合が高くなり、７００万以上からは９割を超えています。
全国的にみても、同様の傾向があり、７００万以上の持ち家の割合は８割以上となっています。
※Ｈ３０年調査では調査結果がありません。
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家計主の年齢区分別持ち家世帯率(%)
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持ち家世帯率を家計主の年齢層別にみると、年齢階級が高くなるほど割合も高くなります。
35歳からは半数以上となり、30代後半から持ち家の取得が盛んになることがわかります。
※Ｈ３０年調査では調査結果がありません。

資料：総務省「住宅土地統計調査」
編集：美濃加茂市経営企画部企画課


